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変
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五

公

告

○
令
和
五
年
度
行
政
書
士
試
験
の
実
施	

四
六
五

○
寄
附
金
の
収
納
事
務
の
委
託	

四
六
九

人
事
委
員
会

○
令
和
五
年
度
山
梨
県
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て	

四
六
九

○
令
和
五
年
度
山
梨
県
職
員
採
用
試
験
（
就
職
氷
河
期
世
代
）
の
実
施
に
つ
い
て	

四
七
四

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
八
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
吉
田
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
五
年
七
月
二
十
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
五
年
七
月
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
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郎

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
線
名
　
百
三
十
七
号

三
　
道
路
の
区
域

公
　
　
　
告

◉
　
令
和
五
年
度
行
政
書
士
試
験
の
実
施

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
通
知
が
あ
っ
た
。

令
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五
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七
月
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
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太 

郎

行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県
知
事
か
ら
一

般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
に
委
任
さ
れ
た
行
政
書
士
試
験
に
つ
い
て
、
行
政
書
士
試

験
の
施
行
に
関
す
る
定
め
（
平
成
十
一
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自
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告
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五
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◉
　
寄
附
金
の
収
納
事
務
の
委
託

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
寄
附
金
の
収
納
事
務
を
委
託
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崎
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郎

一
　
委
託
の
相
手
方
　
富
士
吉
田
市
松
山
千
四
百
十
四
番
地
一
　
日
富
士
株
式
会
社

二
　
委
託
に
係
る
寄
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山
梨
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富
士
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全
協
力
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和
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五
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